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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前板、一対の側板、後板、底板および蓋板を備え、商品を前後に並べて収納できるよう
にしてなる化粧箱において、
(i)上記側板の上縁に蓋受片を連設していること、
(ii)上記前板、両側板および後板に形成した切取帯部を切り取ることにより箱上半部を分
離し、上側を開放した状態の箱下半部内に上記商品を展示できるようにしていること、お
よび、
(iii)分離した上記箱上半部のうち、上記蓋受片を含む枠部材を上記箱下半部内に差し込
み、上記蓋受片に上記商品の縁部を押圧，支持させるようにしたことを特徴とする化粧箱
。
【請求項２】
　上記蓋受片が、その先端縁を波状としていることを特徴とする請求項１記載の化粧箱。
【請求項３】
　上記枠部材が、分離した上記箱上半部のうち、前板上部片、一対の側板上部片および上
記蓋受片からなる平面コ字状のものであることを特徴とする請求項１または２記載の化粧
箱。
【請求項４】
　上記枠部材が、上記蓋受片を上記側板上部片の内側に折り曲げた状態で、上記箱下半部
内に差し込まれるようにしてなることを特徴とする請求項３記載の化粧箱。　
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【請求項５】
　上記枠部材は、上記蓋受片および上記側板上部片が上記両側板と収納された上記商品と
の隙間に入るように、上記箱下半部内に差し込まれるようにしてなることを特徴とする請
求項４記載の化粧箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パウチ袋やブリスターパックなどの自立性に欠けた商品の展示時においてそ
の商品の転倒や滑りを防止する機能を有する化粧箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　上側を開口させて、収納している商品を外から看取できる状態に展示するようにすると
ともに、その商品が内部で倒れたりしないように所要の倒れ防止機能を付与した化粧箱（
包装箱）としては、従来、例えば特許文献１～３のようなものがある。
【０００３】
　特許文献１に記載されたものは、前板、左右一対の側板および後板により形成した周壁
に切目線を設け、切目線の切断に伴い箱上半部を取り除いて残った箱下半部に商品を展示
できるようにした化粧箱であって、上記両側板の切目線の下側、すなわち、上記箱下半部
側に残る上記両側板の上縁となる位置に折込片を形成しているものである。
　これは、商品の展示状態でその折込片を内側に折り込むと、折込片の先端縁が商品の左
右両縁を押圧，支持し、これにより商品の前後方向への転倒を防止することができるよう
にしている。
　また折込片の先端縁を波形状にすることにより商品の転倒をより確実に防止できる（特
許文献１参照）。
【０００４】
　特許文献２に記載されたものは、底壁、前壁、左右一対の側壁、後壁および蓋フラップ
を備え、前側上半部を切り開いて取り除き、残った箱下半部に商品を展示できるようにし
た化粧箱であって、上記箱下半部側に残る上記側壁の上下方向中間位置に、その側壁の一
部を開口させて内側に押し込むことができるようにした折込片を形成し、その先端縁を波
状に成型しているものである。
　これは、商品展示に際し、折込片を箱内に押し込むことにより、その波状の先端縁を商
品の縁部に噛合させて、商品が前後方向へ倒れるのを防止するようになっている（特許文
献２参照）。
【０００５】
　特許文献３に記載されたものは、箱の前側上半部を取り除いて上側を開口させることが
できるようにするとともに、収納した商品の下部を保持する折込片を底板に設けている化
粧箱であって、上記折込片により商品の倒れおよび滑りを防止するようになっている（特
許文献３、図３）。
【特許文献１】特開２００１－３５４２３７号公報
【特許文献２】特開２００２－９６８１９号公報
【特許文献３】特開２００２－８００３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、これらの化粧箱は、商品を収納した状態のままで上記折込片を折り込もうとす
ると、その収納されている商品が邪魔になるため、折込み作業を行い難いもので、また、
折込みを容易にするために化粧箱自体の寸法を、商品を収納するのに必要な大きさよりも
少し大きくしておく必要が生じる場合もあった。
【０００７】
　また、特許文献２に記載されたものでは、折込片を押し込むことで側壁の一部を開口さ
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せることとなるので、側壁外面の広告表示スペースが削られてしまうこととなるという問
題もあり、さらに、特許文献３に記載されたものは、折込片が底板に設けられていただけ
であるから傾斜のあるディスプレイ棚などで商品を展示した場合、前倒れの防止が不十分
となる場合があった。
【０００８】
　そこで本発明は、上記の問題を解決し、従来取り除いていた部分を有効利用して、簡単
に商品の転倒等を防止することができるようにするとともに、外面の広告表示スペースが
削られず、また、予め大きめの寸法にしておく必要もない商品の倒れ防止機能付き化粧箱
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明が採用した手段は次の通りである。
　請求項１記載の本発明は、前板１、一対の側板２，２、後板３、底板５，５および蓋板
７を備え、商品Ｇ…を前後に並べて収納できるようにしてなる化粧箱において、(i)上記
側板２，２の上縁に蓋受片１０，１０を連設し、(ii)上記前板１、両側板２，２および後
板３に形成した切取帯部１１を切り取ることにより箱上半部ａを分離し、上側を開放した
状態の箱下半部ｂ内に上記商品Ｇ…を展示できるようにし、(iii)分離した上記箱上半部
ａのうち、上記蓋受片１０，１０を含む枠部材１７を上記箱下半部ｂ内に差し込み、上記
蓋受片１０，１０に上記商品Ｇ…の縁部を押圧，支持させるようにした化粧箱である。
【００１０】
　請求項２記載の本発明は、上記蓋受片１０，１０が、その先端縁を波状としている請求
項１記載の化粧箱である。
【００１１】
　請求項３記載の本発明は、上記枠部材１７が、分離した上記箱上半部ａのうち、前板上
部片１４、一対の側板上部片１５，１５および上記蓋受片１０，１０からなる平面コ字状
のものである請求項１または２記載の化粧箱である。
【００１２】
　請求項４記載の本発明は、上記枠部材１７が、上記蓋受片１０，１０を上記側板上部片
１５，１５の内側に折り曲げた状態で、上記箱下半部ｂ内に差し込まれるようにしてなる
請求項３記載の化粧箱である。
【００１３】
　請求項５記載の本発明は、上記枠部材１７が、上記蓋受片１０，１０および上記側板上
部片１５，１５が上記両側板２，２と収納された上記商品Ｇ…との隙間に入るように、上
記箱下半部ｂ内に差し込まれるようにしてなる請求項４記載の化粧箱である。
【発明の効果】
【００１４】
　以上のように、本発明に係る化粧箱は、前板、一対の側板、後板、底板および蓋板を備
え、商品を前後に並べて収納できるようにしてなる化粧箱において、(i)上記側板の上縁
に蓋受片を連設し、(ii)上記前板、両側板および後板に形成した切取帯部を切り取ること
により箱上半部を分離し、上側を開放した状態の箱下半部内に上記商品を展示できるよう
にし、また、(iii)分離した上記箱上半部のうち、上記蓋受片を含む枠部材を上記箱下半
部内に差し込み、上記蓋受片に上記商品の縁部を押圧，支持させるようにしてなるので、
商品の展示に際し、箱上半部から形成される枠部材を、上側を開放した状態の箱下半部内
に差し込むことができ、その差し込んだ枠部材の蓋受片により、商品の縁部を確実に押圧
，支持でき、収納している商品すべての転倒を防止し、体裁よく展示することができる。
【００１５】
　また、側板に孔を開口することなく上記枠部材を差し込むようにしているので、従来の
ものにくらべて強度が高められる。さらに、側板に孔を開口しないので、その分だけ外面
の広告表示スペースを広くとることができる。
　そのほか、枠部材を差し込むために予め化粧箱自体を大きめに製作しておくような必要
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もない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、実施例に基づき添付図面を参照し
ながら説明する。
【実施例】
【００１７】
　図１に示すように、本実施例に係る化粧箱のブランクは、前板１の左右両側に側板２，
２が連接され、各々の側板２の外縁には、後板３と継代片４が連接されている。
　上記前板１および上記後板３の下縁には底板５，５が、側板２，２の下縁には底片６，
６がそれぞれ連接され、後板３の上縁には蓋板７および差込片８が順次連接されている。
　また、側板２，２の上縁には折り目９を介して、先端縁を波状（鋸刃状）にした蓋受片
１０，１０が連設されている。
【００１８】
　１１は、前板１、側板２，２および後板３の全幅にわたって、一対の切目線１２，１２
の間に形成された切取帯部である。この切取帯部１１は、前板１部分では上下方向ほぼ中
央位置に、後板３部分では上寄りに位置し、側板２，２部分では斜めに走行している。
　また、１３は上記切取帯部１１の上記前板１の中央にあたる部分を拡幅して形成した幅
広部である。
　１４は上記切取帯部１１により仕切られた上記前板１の上部である前板上部片、１５，
１５は同じく切取帯部１１により仕切られた上記側板２，２の上部である側板上部片、１
６は同じく切取帯部１１により仕切られた上記後板３の上部である後板上部片である。
【００１９】
　本実施例の化粧箱は、上記ブランクの前板１、一対の側板２および後板３を角筒状に折
り曲げ、継代片４を後板３に貼着するとともに、底片６，６と底板５，５とを重合し、底
片６，６同士を係合させることにより組み立てられるようになっている（図２）。
【００２０】
　この化粧箱は、上記前板１および後板３よりもやや幅狭のパウチ袋やブリスターパック
などの商品Ｇ…を複数、前後に並べて収納できるもので、その梱包をするには、商品Ｇ…
を前後に並べて収納した後、蓋受片１０を内側へ折り曲げ、さらに蓋板７を折り曲げ、差
込片８を前板１４に重合させてその内側へ差し込めばよい。
【００２１】
　また、上記化粧箱は、上記切取帯部１１を切目線１２，１２において切り取ることによ
り、箱上半部ａを箱下半部ｂから分離できるようになっており、収納している商品Ｇ…を
店頭で陳列展示する際には、まず、切取帯部１１を切目線１２，１２において切断し、箱
下半部ｂに商品Ｇを収納した状態のままで箱上半部ａを分離する。
【００２２】
　次に、分離した箱上半部ａから後板上部片１６、蓋板７および差込片８を除去すること
により、残りの前板上部片１４、一対の側板上部片１５，１５と蓋受片１０，１０とから
なる平面コ字状の部分を、商品Ｇ…を支持するための枠部材１７とする（図３）。
【００２３】
　そして、図４，５に示すように、その枠部材１７を、商品Ｇ…を収納し上側を開放した
状態の上記箱下半部ｂ内に、後板３と前板上部片１４とが重合する向きにし、かつ、蓋受
片１０，１０を折り目９，９において上記側板上部片１５，１５の内側に折り曲げるとと
もに、その折り目９，９を下側に向けて、該蓋受片１０，１０および側板上部片１５，１
５が商品Ｇ…の左右両縁と化粧箱の側板２，２との隙間に入るように差し込む。
【００２４】
　このとき、枠部材１７を、上方から押し込むことにより、蓋受片１０，１０は折り目９
，９において強制的に折曲されてゆくので、予め蓋受片１０，１０と側板上部片１５，１
５とをが重合した状態に完全に折り曲げておく必要がない。
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　また、化粧箱自体のサイズを予め大きめに製作しておかなくとも、すなわち、側板２，
２の間隔が商品Ｇ…を収納するのに必要十分なものでさえあれば、上記枠部材１７は、蓋
受片１０，１０が差込みに伴い上記のように折曲されてゆくので、簡単に差し込むことが
できるようになっている。
【００２５】
　差し込まれた枠部材１７の蓋受片１０，１０は強制的に折曲された状態から拡がろうと
するので、その反発力により先端縁が商品Ｇ…の左右両縁部を押圧，支持することとなる
。
　しかも、その蓋受片１０，１０の先端縁は波状になっているから各商品Ｇの両縁部に噛
合し、これにより展示状態の商品Ｇ…の前後方向の転倒や滑りを防止することができる。
　特に、前側から商品Ｇ…が抜き取られた場合にも、残っている商品Ｇ…が前方に倒れ難
く、体裁よく展示することができる。
【００２６】
　また、上記切取帯部１１は、前板１に対応する部分に幅広部１３を形成しているので、
箱上半部ａを分離することにより、上記箱下半部ｂは、上側を開放し前板１に切欠部１８
を開口させた状態となっており、収納してある商品Ｇ…を前側から視認しやすくなってい
る。
【００２７】
　なお、枠部材は、上記に示した形態のものに限らず、蓋受片の先端縁の形状を適宜変更
したり、また、たとえば一対の蓋受片のいずれかを省略するなどしてもよい。
　さらに、その枠部材の箱下半部ｂへの差込み方についても適宜変更でき、たとえば図６
に示したように上下を逆に、すなわち折り目９，９が上側になるようにして差し込んでも
よいし、前板上部片１４が前板１に重合する向きにして差し込むなどしてもよい。
【００２８】
　その他、上記ではブランクの前板１、側板２，２および後板３に形成した切取帯部が、
側板２，２の部分で斜めに走行しているものについて例示して説明したが、切取帯部は、
必ずしも側板２，２の部分で斜めに走行させる必要はなく、たとえば側板２，２の上下縁
に平行にして走行させたものとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本発明化粧箱は、パウチ袋やブリスターパックに包装された食品のみならず、事務用品
、家庭用品等を収納展示するのにも利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施例に係る化粧箱のブランクを示す平面図である。
【図２】上記ブランクを組み立ててなる化粧箱の斜視図である。
【図３】上記化粧箱の分解斜視図である。
【図４】上記化粧箱の箱下半部に枠部材を差し込む様子を示す斜視図である。
【図５】上記枠部材の差込みを完了した状態の斜視図である。
【図６】上記枠部材の、他の差込み方を示した斜視図である。
【符号の説明】
【００３１】
　　　１　前板
　　　２　側板
　　　３　後板
　　　４　継代片
　　　５　底板
　　　６　底片
　　　７　蓋板
　　　８　差込片
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　　　９　折り目
　　１０　蓋受片
　　１１　切取帯部
　　１２　切目線
　　１３　幅広部
　　１４　前板上部片
　　１５　側板上部片
　　１６　後板上部片
　　１７　枠部材
　　１８　切欠部
　　　ａ　箱上半部
　　　ｂ　箱下半部
　　　Ｇ　商品

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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